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平成 14 年度
国立学校等技術専門官研修報告
技術部第一技術室坪川勝治
平成 14 年度国立学校等技術専門官研修が F記の要項で実施され、福井大学技術部より
受講の機会を与えて頂きましたので、とこにその報告をさせて頂きます。
[開催要項1
0主催
。期目
。場所
。受講者数
。目的
文部科学省及び東京工業大学
平成 14 年 8 月 21 日(水) "-'8 月 23 日(金)
東京工業大学百年記念館
71 名
国立学校等の技術専門官及び技術専門官相当の職にある者に対して必要な行政的識見
のかん養を深めさせ、その職務に必要な専門的知識及び技術を修得させると共に技術の
継承及び保存等に関し指導的役割を果たせるよう、その資質の向上を図ることを自的と
する 。
。研修内容
講議と実習で組まれており、講議は特別講演を含む 6 課題があった。
l 大学行政上の諸問題 ①大学改革の流れ②大学の構造改革③中央教育審議会
2 学術行政上の諸課題
④今なぜ大学改革か
①学令f，fに係る法令上の規定の変遷②学術研究の定義
③科学技術に係る法令上の規定の変選
④科学技術の定義等⑤文部科学省の科学技術・学術行政
⑥平成 14 年度科学技術・学術関係予算
⑦文部科学省における学術の推進施策
3 職場の安全管理について ①職場の安全管理②最近の災害の発生状況
4 人事行政上の諸問題
5. 職場の健康管理
~メンタルヘルス~
6 特別講演
。実習等
1.ポスターセッション
2 施設見学
③人事院規則 10 -4 と労働安全衛生法等
①服務規律と勤務時間②公務員制度改革等
「ストレスとうまくっきあう J
「東京工業大学における PRTR 制度への対応についてJ
予稿集のポスター番号順に 3 グループに分かれ、 1 人 70
分の持ち時間で順次、説明発表を行い、分野に限らず自由
に回り、質疑等するなど相互の情報交換を行った。
分野は、機械、電気・電子、情報処理、物理・化学、生物
・生命化学、土木・ 建築、その他の 7 分野で、私は機械で
発表しました。
東京工業大学の原子炉工学研究所と総合分析支援センター
を 3 日目の午前中 (9 : 30"-'12 : 00) に見学した。
3.フリーディスカッション 受講者を 5 グループに分け、司会者を中心に日頃の技術情
報に関する意見交換を自由に行った。
以上のような内容で、 3 日間研修を終えました。次ページに日程表を掲載しておきます。
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平成 1 4 年度国立学校等技術専門官研修日程
8 月 2 1 日(水)
• 9:30 
,..g, 
Jζ 
• 10:20 
付
開講式
文部科学省大臣官房人事課長
樋口修資
オリエンテーション
ト 10:50
「大学行政上の諸問題j
文部科学省
高等教育局大学課長
合田隆史
トー 12:00
休
• 13:00 
「学術行政上の諸問題J
文部科学省
憩
科学技術・学術政策局
仁 14:10 
14:20 
企画官舟橋 徹
「職場の安全管理J
文部科学省大臣官房人事課
福利厚生室専門宮
川崎幸一
仁 15:20
15:30 
「人事管理上の諸問題J
文部科学省大臣官房人事課
審査班主査鶴田係長
ド 16:30
ポスターセッション準備
L_ 17:00 
[ 書l 訪 A大学食堂(東京ケータリング)
8 月 22 日(木)
9:30 
f職場の健康管理j
~メンタルヘルス~
東京ストレスマネジメント
11: 00 
• 11 : 10
今井 功
ポスターセッション
12:00 
休
13:00 
憩
ポスターセッション
16:30 
ポスターセッション片付け
17:00 
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会場:東京工業大学百年記念館
8 月 23 日(金)
9:30 
施設見学説明
ト 9:40
施設見学
原子炉工学研究所
1.へ.レトロン型加速器
2. タンテ'1型加速器
3. ウ ， 7ìテ.ゲう7型加速器
総合分析支援センタ-
1.電子顕微鏡施設
2. X線分析室
3. 元素分析室
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー様
12:00 
休
13:00 
憩
特別講演
(東京工業大学における
PRTR制度への対応について)
東京工業大学教授
玉浦裕
仁;;::;
フリーディスカッション
16:30 
閉
17 :00 
i普 式
東京工業大学
